
2023年度共立女子大学・短期大学地域連携プロジェクト

ビジネス学部 野沢誠治 野沢ゼミ3年

【目的と概要】

【提案内容】

【まとめと考察】

「福井市の地域や経済の活性化に繋がる
新事業（商品・サービス）の提案」

【謝辞】

本学と2017年に連携協力に関する協定を締結している福井市では、2024年に北陸新幹線福井開業をチャンスとと
らえ、このチャンスを最大限に利用し、観光による交流人口の増大が大きな課題となっている。
そこで、野沢ゼミでは、ゼミナールの専門的な学修（マーケティングとデータ分析）と培ってきたリーダー

シップスキルを実践に移すべく、観光客のニーズや観光客を増やすための本質的課題を明確にし、その課題を解
決するための具体的な施策を学生ならではの発想を含めて提案することとした。今年度は、3年ゼミ生が三つの
チームに分かれ、福井市が喫緊の課題に挙げる「越前海岸エリア（越前水仙の里公園を含む」の観光客増大の施
策に取り組んだ。

本プロジェクトでは、データ収集やその分析により本質的課題を捉えながら、現地調査を経て解決策を検討して
きた。物事を客観的にとらえるためのRESAS（内閣府が提供する地域経済分析システム）、観光客のニーズや不
満を明確にするためのペルソナ分析や共感マップは、なぜ越前海岸エリアを観光地として選択しないかという本
質的な課題を明確にすることに役立った。また、夏に訪れた福井での現地調査では、机上では得られない越前海
岸の魅力やすばらしさを肌で感じることができ、提案に大いに役立てることができた。1月の最終発表では、福
井市の方々に加えて、日刊県民福井、福井新聞のメディアの方々も参加され、活発な議論ができた。
今回の地域連携プロジェクトを通じて、学生は社会課題を解決することの難しさを感じながらも、学修したこ

とや身につけたスキルが社会課題を解決するのに役立てられたこと、チームで様々な困難を乗り越え最終提案に
結び付けられた経験が得られたことで、学生自身の成長に大きく寄与できたと感じている。

本プロジェクトを遂行するにあたり、福井市のおもてなし観光推進課の皆様に大変お世話になりました。この
場を借りて深く感謝申し上げます。また、社会連携センターをはじめ、学内の関係者の皆さまに多大なるご支
援を賜りましたこと深く御礼申し上げます。
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